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食環境ジャーナリスト

食総合プロテーューサー

金丸弘美

『地域の食をブランドにする !.j
一一食のテ キス トを作ろう

食を売り出したいブランドにしたい、

食育を進めたいと相談されたときに、実

施してきたのが食のテキスト化とワーク

ショップです。これまで大分県竹田市「カ

ボスJIサフランJ、，山口県長門市「長門

ゆずきち」、兵庫県豊岡市「コウノトリ

育む米」、岐阜県高山市「宿慨かぼちゃJ、

茨城県常陸太田市 「常陸秋そば」、秋田県

能代市「白神ねぎ」、高知県中土佐町「大

野見エコロ ジーファ ーマーズ」などがあ

ります。また地域の食材を組み合わせ参

加型で料理を作り、レシピ化する活動は、

40カ所以上で手がけてきま した。

しっかり取り組んで、いただいたところ

は、売り上eげもあがり、 付加価値も高く、

広く認知されて、普及効果も高く、メディ

アに取り上げられる機会が圧倒的に増え

ています。

活動のきっかけは、千葉県香取市や茨

城県稲敷市の農家さんたちに米を消費者

に直接売りたいが、どうしたらいいかと

いわれたのが始まり。そこで東京 ・恵比

寿のマンションのホールを借り 、そこで
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代掻きから苗づくり、田植えから収穫ま

で、同時に田んぼに飛来する鳥や、田ん

ぼの生き物までを写真で紹介し、そのあ

とに、おにぎりと糠漬けを提供したので

した。これが大好評。田んぼのツアーも

生まれました。現地ツアーからの米は l

俵4万円でうれました。

この活動はイタ リア ・スローフードそ

のものだとある方に言われ、さっそく現

地に行ったところ、食の調査をテキスト

にして、ワークショップやツアーが実際

に行われており、それがブランド化や観

光での食、輸出、教育までつながる大き

な付加価値を持っているということを知

りました。

そこで国内でも現地の食の調査を して

テキストにし、実際にみんなが料理をっ

くりノウハウを共有化するとともに誰で

もが地域の食をレシピまで語れるように

する活動が始まりました。いずこも大好

評でどうやるのかが知りたいと要望が

多かったことから、今回の本が生まれま

した。

岩波書庖
干101-8002 東京都千代田区一ツ橋2-5-5
TEL:03ー5210-4000 URL: http://www.iwanami.co.jp/hensyu/booklet/ 

平成31年1月号 月刊NOSAI 94 


